






















































































































推進されている。当院の NST は平成 16 年から患者の栄養改善を
目的に組織横断的に活動している。昨年からは NST 加算を算定し
介入数は増加している。看護師は患者に最も近い存在として栄養






【方法】対象：NST 介入患者が多い 2 病棟の看護師方法：質問紙調
査。倫理的配慮：研究目的と得られた結果により病棟に不利益を与
えない事を説明し協力を依頼、同意を得た。
【結果】現在の NST 活動に対して、以前より栄養不良患者が少な
くなった、多職種での意見交換・情報共有ができ栄養改善に有効で
ある、学びとなる、という肯定的な意見が得られた。その他、短い
在院日数の中で必要かという意見や、カンファレンスの運営、情報
提供・共有の方法に対する問題提起があった。
【考察】今回は看護師からの評価のみであるが、NST 活動は有効と
いう評価が得られた。多職種からなるチームで専門性を生かし、患
者の QOL 向上を目的とした医療サービスが提供できていると言え
る。急性期病院として栄養状態が改善されてこそ在院日数は短縮で
き、転院時には栄養管理情報を提供し連携を図っている。しかし、
現状のカンファレンスの運営に関して課題が明らかになった。メン
バーが集まってカンファレンスを行う形式から、メンバーが病棟に
赴く回診形式への変更と回数の検討が求められる。また情報提供・
共有が効率的にできる記録用紙の検討も必要である。
